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海洋プラスチックごみをめぐる最近の動向
■海洋プラスチック汚染は世界共通の環境問題
⇒SDGs⽬標14でも海洋プラスチックに⾔及．

■令和元年︓G20⼤阪サミット「⼤阪ブルー・オーシャン・ビジョン」
⇒⽬標「2050年までに海洋プラスチックごみによる追加的な汚染をゼロまでに削減」

■令和５年︓G7気候・エネルギー・環境相会合（札幌）
⇒ ⽬標の前倒し︓「2040年までに海洋プラスチックごみによる追加的な汚染をゼロ」

https://www.env.go.jp/press/106866.html

海洋ごみの⼤部分は
陸域起源のごみが

河川経由で運ばれてくる

海洋プラごみへの早急な対応が必要

海洋プラスチック対策として、
「海洋ごみ実態把握（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ⼿法の⾼度化）」

河川からのプラごみ流出量の把握が必要

いつ・どこから・どのくらい
ごみが流出しているかは不明

プラごみ対策を考えるための基礎情報として,モニタリングによる
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川ごみ輸送量モニタリング（RIAD）について
動画を撮影し，川から流出する⾃然・⼈⼯系ごみの輸送量を把握
（RIAD︓River Image Analysis for Debris transport）

flow

ごみ捕捉用
ネット

従来の観測⼿法 課題解決のための観測システム

直接サンプリング等
安全⾯，作業負担が課題

「市販のデジタルカメラ等による河川⽔表⾯の動画撮影」
「得られた動画データに対する画像解析に基づく川ごみ輸送量の計測」
から構成される川ごみ輸送量観測

東京理科⼤学 ⼆瓶教授、愛媛⼤学⼤学院 ⽚岡准教授が開発した
RIADを⼋千代エンジニヤリングが製品化（2021年7⽉販売開始）

RIADの詳細については以下のURL
またはQRコードよりご覧ください
https://www.yachiyo‐eng.co.jp/government
/pickup/RIAD/
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G20にて共有されたパンフレット（抜粋）
「海洋プラスチック官⺠イノベーション協⼒体制」

取組事例の紹介

RIAD
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ネットワークカメラ設置の様⼦

・任意の⽔位で，動画撮影開始．
・イメージとしては，危機管理⽔位計（橋梁に設置するタイプ）にカメラがついたシステム
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市販のデジタルビデオカメラでの観測
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【鴨江排⽔路】

晴天時（2021/11/8）【段⼦川】 ⾬天時（2021/11/9）

晴天時と⾬天時のごみ流出の様⼦
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神奈川の河川と対象とした計算結果

川ごみを連続的に抽出されている．
⾃然系（流⽊や草等）・⼈⼯系ごみ（プラごみ，空き⽸等）を概ね良好に分類.

⻘︓⾃然系 ⾚︓⼈⼯系
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出⽔時の⼈⼯系ごみ流出特性結果の⼀例
■排⽔路の調査結果例

■年間のごみ輸送量
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【掲載論文】
■吉田拓司，藤山朋樹，片岡智哉，緒方陸，二瓶泰雄：IPカメラ連続観測と画像解析手法に基づく複数出水時の河川人工系
ごみ輸送特性の比較，土木学会論文集B1(水工学) Vol.77, No.2, pp.I_1003- I_1008, 2021.

⽉別のごみ輸送量も
算定可能

⇒ごみ清掃活動の時期の⾒直し？
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■⼋千代エンジニヤリング㈱がRIADを製品化
し，2021年7⽉7⽇より，販売開始．

■河川ごみ調査参考資料集に「RIAD」が掲載 （R3.6，環境省・海洋プラスチック汚染対策室）

http://www.env.go.jp/water/marine_litter/mat21_021.pdf

■テレビ番組でRIADを紹介

RIADの社会実装に向けて

https://www.youtube.com/watch?v=GUAqculF4zU

▼TOKYO MX「ええじゃない課Biz」 RIADの紹介
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RIADを⽤いた、これまでの⾏政業務等

業務名 発注者/年度

プラスチックごみの海洋への流出実態把握等業務 環境省/2020〜2022年度

2021年度SmartJAMP (ブルネイ・ダルサラーム国・バンダルスリブガワンにおけるス
マートシティ実現に向けた河川美化⼿法・技術の導⼊可能性)に関する調査検討業務 国⼟交通省/2021年度

都内主要河川から東京湾へ流⼊する河川ごみモニタリング調査業務委託 東京都/2020年度

海域（浜名湖含む）へ排出されるプラスチック等の⼈⼯系ごみ輸送量の実態把握
※ORI-Projectにて採択 浜松市/2021年度

河川を流下する⼈⼯系ごみ（プラ含む）輸送量データに基づくごみ削減対策
※デジタル⽥園都市国家構想推進交付⾦ 浜松市事業として採択 浜松市/2022年度

新ごみ処理場建設・運営に係る事業者選定アドバイザリー業務委託 柏崎市 /2023年度

ごみ清掃活動と海洋ごみ削減効果の定量化 テレビ愛知 /2022〜2023年度

2023.7.20時点で、国内10河川（14地点）、海外3河川でモニタリングを実施
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浜松市での取り組み

⼈⼯系ごみ輸送量 ⽔位

2021年度の取り組み 2022年度の取り組み

・2021年度Hamamatsu ORI‐Project #2において、河川からどの程度の⼈⼯系ごみが流出
しているか、実態把握を実施
・第4回デジタル⽥園都市国家構想実現会議において紹介され、2022年度デジ⽥交付⾦※

浜松市事業として採択 ※デジタル⽥園都市国家構想推進交付⾦
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段⼦川4地点でモニタリングを実施
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段⼦川4地点でモニタリングを実施
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地域特性データを活⽤した、川ごみ輸送量の⽐較・検討
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⾒える化のイメージ作成、対策案の検討
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地域住⺠、浜松市等と意⾒交換、次年度に向けた課題
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今後の予定

今年度，マリンオープンイノベーション事業化促進事業
【海洋プラスチック対策枠】にて実施
上記以外も，監視カメラの動画データを用いた
川ごみモニタリングも実施（AI解析）
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